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Thl‘ simultaneou~ n白川口ionof the liver辻ndthe pancr朗自 would h~· warrantable if rt'、川旬、tion 
of the pancreas was confined to less than 92 ~ 0 in 70% hepate亡tomy,while resection of the pancrea' 
mav be L'Xpanded to more than 92% in 40% hepatectomy. Changl弘、 onliver function and the 
州 ・rl'tionof pancreatic hormonれはftersurgerv with hepatectomy depended on the size、ofthe 
rese「tedpancreas. The liver regeneration rates after 70% and 40% hepatectomy with more than 




















なお， 各符：負荷試験も同僚に 11~mbutal 25 mg；’kgの
h.ey "ordぉ Resectabilitvof both the linr and the pancreas, Li、erfunction. Pancrl"川ichormones. Dial•ete> 
mellitus, Ln tr n g<neration. 
索引語：肝勝同時切除限w.肝機能，勝ホノレモン， 糖尿病，肝再生．




caudatピlぐ）， right lateral(RL), right central(RC), qua-
drate(Q), left central(LC), left lateral(LL），と命名して
おり，さらに papillarvprncじ州 l'Iつがrnudatelobeに
連結している．本研究では正常犬10頭の全肝重量に対
する左4葉（LL,LC, Q, RC, PPを含む）の重量比が
71.2士3.5ら，左2葉（LL,LC）の重量比が41.5二七3.2





















































を行った． なお，犬の！CGRmax は教室の野口 15 • に
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表1. 10週生存率並びに糖尿病（OM）発現率
/ti IJl't;IH:t-'i・ ！階 UJ 附：＋~
I I > 9296以 l
( 2 ) 74 -92 °o 
八 70°6 
( 3) 74 96以ド
( 4 ) ｛） 
( I l 92°0以｜
( 2) 74-9290 
B 40°0 
( 3 ) 74°o以 ド
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NO ( 96) OM NO <96> 
20 5 ( 25. 0) 2 ( 40.0) 
8 5 ( 6 2.5) 。
8 6 ( 7 5. 0 ) 。









5 ( 7 !. 4 ) 3 ( 60.0) 
6 ( 8 5.7 ) 。
7 ( l 0 0) 。
6 ( I 0 0) 。
1 ( 8 0.0) 4 ( 100 ) 
1 ( l 00) I ( 25.0) 
3 ( l 0 0) 。
I 0 ( I 0 0) 。












日の門脈血中 mIはそれぞれ 48.5 ± 3. 1 fLU /m I （以
下単位省略），44. 1±2. 1であり，これにgzc;o以上 （Al
群）の勝切除を併施すると23.7ン4.7. 18. 2ごて2.s,74 
-92ら （A：！群）の勝切除の併施では28.l士4.l, 25. 4 








と21.6士4.7, 16. 9 4. 2. 74-92c;o (B2群） の勝切除
のf月一施では27.8 3・8,24・1土4.l, 74o，）以下 （B3群）
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肝切 術後 死亡 （週） 生存 死亡率閥
群 停車切除率 No. 
｜徐；私 2 3 4 5 6 7 8 9 IO週 4週 10週
(1) 3①も・③① ① ~ ＠ ． ． 。。
92%以上 20 









(3) ． ① 。。
% 
745'6以下
8 。。 25.0 。 25.0 
。
(4) （ー） ． 。。
6 。 16. 7 16. 7 8 
(1) ． ． 。。
92%以上


















5 。 20.0 20.0 。
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表2. 門脈血中 IRI並びに IRGの変動
IR I μU/ml I R G昭 ／ml
t干 R'fり］除＜fl 締切除＇ i" NO. 
2 週 10 週 2 週 10 週
Il 92%以上 5 23. 7 j 18. 2土 東桜子130土 126土
4. 7 2.8 22. 3 25. 9 
DM+ 121 23. 4士 17. 6土 127土 130土
3. 8 1.8 20. 5 21. 5 
D~I (31 23. 9土 19. 0土 131ニl 121土
A 70 % 
4. 9 2.1 23. I 27. 2 
28. lt 
見4 京究明b土 来B担当03土121 74 92~百 5 25. 4土
4. I 3. 9 25. 9 31. 3 
． ， 
13) 74%以下 6 39. 4± 37. 4± 153玄 135土
2. I I. 6 16. 8 20. 6 
14) ( ) 5 48. 5士 44. I土 163土 151士
3. I 2. I 20. I 15.1 




16. 9土 120土 18土
4. 7 4. 2 27. 7 29. 2 
OM+ (31 .・ 21. 5土 16. 1± 121土 121土
4. 9 2. 7 27. 4 22. 7 
OM- 121 21. 8土 17. 2± 19土 15土
4. 4 3. 3 28. 3 17. 8 
B 40 % g渓
24. I土12) 74 92労 6 27.8± 131土 120± 
3. 8 4. I 31. 6 25. 3 
(3) 74%以下 7 ※蝉 37. 8± 遊軍36. 2士 157土 145± 
3. I 2. 9 22. 2 18. I 
14) （ー） 6 46. 3土 43. 2土 152土 147± 
4. 2 3. 3 31. 2 20. 3 









































間で有意差はなかった．また， 7ocら肝切除群では肝切 は4群）10週自の25.0土1.0に比し有意（pζ0.02) Iζ 
除単独群（A』群）でも術後10週同の血清アルフミ ン 高値を示し，糖尿病発現例では117.5士23.3とさらに
値は2.94土o.uと術前よりやや低値をとったのに対し， 高値を示した また， 74-92%勝切除併施群 （i¥2群）
405'ぢ肝切除群では肝切除単独群（B4群） 及び74°6以 でも術後10週目の値は34.8土4,3と70%肝切除単独群
下勝切除併施群（B3群）とも術後10週目にはほぼ術 (A4群）の10週目の値に比し有意 （ドく0.01）に高値




B.血清 GOT値 週以降に高値をとり，かつ回復が遷一延した（図4). 
術前，正常犬 （n=lO）の血清GOT値は 23.6士2.4 L‘ 血清 ＜；l’T値
IU,'L （以下単位省略）であったが，肝切除後は各群 術前，正常犬（n=IO）の血清 GPT値は 24.2τ4.8
とも術後1週目に最高値をとり，以後経時的lζ下降し IU/L （以下単位省略）であったが，肝切除後は各群



























































ったが， 70／ぢ肝切除群では各群聞の隔差が明瞭であっ 切除併施群 （Al群）の糖尿病非発現例では61.7士2.9
た．特lζ70／ぢ肝切除兼92／ぢ以上棒切除群（Al群） の 勿と70%肝切除単独群（A4群）の術後1週日の80.0
精尿病非発現例の10週目の値は124.0土29.9と70第肝 ±10.Q勿に比し，有意（p<O.05) Iζ低値を示し， 74一
切除単独群（A4群） 10週自の35.4土3.01ζ比し，有意 925'ぢ勝切除併施群（A2群）でも， 64.0土4.2銘と同様





(A3群）の術後10週目では41.2土12.3と肝切除単独 E. !l'<; H.max 
群 （A4群）との間で有意、差はなかった．また，70%肝 術前，正常犬（n=lO）の ICGRmaxは0.320土0.03
切除兼92／ぢ以上勝切除群（Al群）の糖尿病発現例では mg/Kg/min （以下単位省略）であった.70%及び40')&
糖尿病非発現例lζ比し回復は著しく遅延した （図5). 肝切除単独群（A4群及びB4群）では術後l週自には
D ヘバプラスチンテス ト それぞれ0.230土o.01, o. 285土0.01と最低値をとり以
術前，正常犬（n=lO）のへパプラスチンテストの値 後回復に向かったが旬、肝切除単独群（A4群） では



























































かったのに対し， 40%肝切除単独群（B4群）では10 の最低値o.zs± 0.01に比し，有意（pく0.001, p< 
週日にはo.320±0. 01と術前値に回復した． 一方，肝 0.05）に低値を示した. 74%以下勝切除併施群（B3
勝同時切除群では肝切除単独群のような術後4週以降 群）では0.264土0.04と肝切除単独群（B4群）との聞
の良好な回復はみられず， I週目の値よりさらに低下 で有意差はなかった．また， 70°v))f切除兼92$ぢ以上勝
し，回復は遷延した．また，これらの低下は勝切除雪 切除群 （Al群）及び40%肝切除兼92%以上勝切除群
が大きい程著しかった．肝勝同時切除群と肝切除単独 (Bl群）の糖尿病発現例では糖尿病非発現例に比し
群で術後の最低値を比較すると， 70$ぢ肝切除兼92$ぢ以 いずれも低値をとって経過した （表3，図8). 
上勝切除群（Al群）及び70$ぢ肝切除兼74-92$ぢ勝切 4. 肝再生
除群（A2群）ではそれぞれo.156±0. 02, o. 199±0. 02 10週生存例の肝再生率（Child法）をみると， 70?o肘
ι70%肝切除単独群（A4群）の最低値0.230士0.01 切除単独群 （んl群）では98.4土20.1vo.40%肝切除
に比し有意（pく0.001,pく0.02）に低値を示した.74?6 単独群（B4群）では133.3 <:8. 8らであった これを
以下勝切除併施群 （A3群）では0.221土0.01と肝切 肝搾同時切除群と比較すると， 92qv以下の目撃切除を併
除単独群（A4群）との間で有意差はなかった また， 施した場合ICは70%肝切除及び40銘肝切除とも肝切除
40%肝切除群においても92勿以上の勝切除の併施（Bl 単独群との間で肝再生率に有意差は認められなかった















表3 I CG Rm axの変動
出i 後 （週〕
R干 肝l;J除率 勝切除率 NO 
I 4 1 10 
Il 92%以上 5 0. 188土 0. 156土 0. 167土 0.186± 
0. 06 0. 02 0. 01 0. 01
UM+ 121 0. 162士 0. 144土 日162± 0. 182土
0. 03 0 005 0. 004 0. 0007 
き‘.’ 
m1 131 0. 205± 主」盟主 0. 171土 0. 189± 
A 10 % o. 07 0. 02 0. OJ 0. 02 
121 7~ － ＇）2°0 5 0. 208土 "'"o. 199± 0. 219土 0. 237土
0. 03 込且2. 0. 02 0.01 
131 74労以下 6 0. 228土 0. 221土 0. 235土 0. 252土
0. 02 且.il_ 0. 02 0. 02 
141 ( ) 5 ム.rul.主 0. 235土 0. 240± o. 260土
』..D.L 0.02 0. 01 o. 02 
11 92%以上 5 0. 239土 , 0. 222土 0. 246土 0. 256土
0. 03 ヰ且2- 0. 0日6 0. 01 
廷を
DM+ 131 0. 234土 _Q,1.些主 。‘243' 0. 251土
o. 03 。02 0. 006 0.01 
DM- 121 0. 246土 ムm..!.. 0. 250土 0. 262土
B 40 % 0. 03 0. 02 0. 0〔JI 0. 004 、%孟町、お
121 74 92% 6 0. 262土 0. 233土 0. 247土 0. 266± 
0. 06 0.05 0. 03 0.04 
131 74%以下 7 0. 283士 ム笠i之 日。281± 0. 297士
0. 02 且.JlL 0. 04 0. 04 
141 （ー） 6 0. 285ょ 0. 295± 0. 302土 0. 320± 
0. 01 0.01 o. 01 0.01 
アンダーラインは経過中の最低値を示す．




















n1 肝切除 。革切除 NO 再生率（Child仏）
% 
(I) 92%以上 5 γ57. 2土 IO.6 
DM+ ( 2 ) 59. 4土 13.3 
DM ( 3 ) ・7・.55. 8土 1.3 
A 70% 
( 2) 74-92% 5 85. 9土 16.2 
( 3) 74%以下 6 103. 0土 36.7 
( 4) （一） 5 98. 4 ± 20. I 
(I) 92%以上 5 ・．84.5 ± 33 4 
DM+ ( 3 ) み 73.8土 41.6 
OM- ( 2) 100. 6土 12.0 
B 4096 ( 2) 74-92% 6 126. 1土 24.2 
( 3) 74%以下 7 134. 7土 15.7 

































































日外宝第56巻第 1号 111｛~f;I IりがI1月）
70%肝切 除凶）
p, 0.01 
I p、0.（〕2 I 
(.:IJ (1) OM+ OM一
40%肝切 除 （B)
P<0.01 
I P<0.01 I 
(4) Ill OM+ OM-
図g, 肝再生率｛（‘liild法）
{I) IJ干切VI'、技9:?00以」IJ草L!Jil、
(2) 肝切i辺、 Ht7~ 929ul件以Ui弘、
(3) 1υj卜i‘jfi7-1°o以下勝切除
(1) 肝切除単独
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